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主論文 

Useful ultrasonographic evaluation of the medial meniscus as a feature predicting 

the onset of radiographic knee osteoarthritis 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究はX線学的初期変形性膝関節症（OA）および早期OAを有する中高齢者を対象に、超

音波を用いて荷重時と非荷重時の内側半月板側方偏位（medial radial displacement；MRD）

を測定し、約5年間の追跡調査を行ったものである。その結果、MRD値を骨格の大きさで補

正したmedial displacement index（MDI）の荷重時と非荷重時の差が大きい症例で、OAが

進行することが明らかになった。本論文の内容は、非侵襲的な超音波により計測できるOA

進行の予見因子を発見したことで、今後の予防医学に結びつく可能性を示唆したものであ

り、明らかに学術水準を高めたものと認める。 


